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＜博報教職育成奨学金の制度概要＞

【制度の趣旨】
・児童教育、国語教育の教員を目指す学生を対象とした奨学金給付制度。
・児童教育を支える未来の優秀な教育指導者の育成に貢献する。
・全国に広がる奨学生及び卒業生の輪が、
教育現場での＜学びあい、支え合いのネットワーク＞となり、
教育の質の向上や教育現場の活性化に寄与することを目指す。

【制度の特徴】
①教職志望者に対象を絞った完全給付型奨学金
②学費をほぼ全額カバーする奨学金を給付することで、
学業及び優れた教員になるために必要な活動に専念できる環境を提供する。

③児童教育財団としてのノウハウやファシリティを活用し、
特色ある研修プログラムを提供する。

④海外短期留学支援による、海外での経験を積む機会を提供する
⑤奨学生及び卒業生の交流を促進し、
全国の教育現場での＜学びあい、支え合いのネットワーク＞形成を目指す。

【奨学金給付対象者】
・推薦依頼大学から、以下の教員を目指す学生の推薦を受け、選考委員会による
選考により採用者を決定する。
①小学校教員 ②特別支援学校教員 ③中学校・高等学校の国語科教員

【奨学金給付内容】
・授業料相当額
大学生（国立）：年額60万円（月額5万円）
大学生（私立）：年額120万円（月額10万円）
大学院生：年額60万円（月額5万円）

・自宅外生への特別支援費：年額60万円（月額5万円）

【海外短期留学支援制度】
・優れた教員になるための経験として役立つと思われる海外短期留学や海外研修等
については、本人の申請と大学の推薦により支援する。
・渡航費（アジア地域5万円、その他地域10万円）
・留学・活動費（5万円／月）

＜2020年度推薦依頼大学（59大学）＞
愛知教育大学／愛知淑徳大学／愛媛大学／茨城大学／宇都宮大学／大分大学／大阪大谷大学
大阪教育大学／岡山大学／香川大学／鹿児島大学／鎌倉女子大学／関西大学／関西学院大学
京都教育大学／岐阜聖徳学園大学／岐阜大学／熊本大学／群馬大学／慶応義塾大学／神戸大学
國學院大學／埼玉大学／静岡大学／淑徳大学／上越教育大学／信州大学／玉川大学／千葉大学
筑波大学／都留文科大学／帝京大学／東京学芸大学／東北福祉大学／東洋大学／同志社大学
長崎大学／奈良教育大学／鳴門教育大学／日本大学／兵庫教育大学／広島大学／福井大学
福岡教育大学／福島大学／佛教大学／文教大学／北海道教育大学／三重大学／宮城教育大学
宮崎大学／武庫川女子大学／明治大学／明星大学／山形大学／横浜国立大学／立命館大学
和歌山大学／早稲田大学
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＜奨学生の内訳＞

■ 2021年度新入奨学生（第四期生／50名）の内訳

大学1年生
6人 12%

大学2年生
19人 38%

大学3年生
18人 36%

大学4年生
7人 14%

学年別

小学校
教員志望
30人 60%

中高国語
教員志望
11人 22%

特別支援学校
教員志望
9人 18%

志望校種別

■ 2021年度在籍奨学生（第一期～三期生＋第四期生／192名）の内訳

小学校
教員志望

112人
58%中高国語

教員志望
52人 27%

特別支援学校
教員志望
28人 15%

志望校種別
大学1年生

6人 3%

大学2年生
27人 14%

大学3年生
59人 31%

大学4年生
73人 38%

大学院１
14人 7%

大学院2

13人 7%

学年別



＜新入奨学生ワークショップ＞
【実施】2020年10月31日、11月7日／オンライン開催

新入奨学生79名中、75名参加
【目的】1）奨学生間の交流の促進

・「教員になる」という同じ志を持ちながらも、地域、大学、年次、校種志望の違う多様な奨学生
同士での交流を促し、教育現場に出た後にも支えあえるネットワークに育てていく。

２）弊財団ならではの学びの場の提供
・大学教育とは違う視点での「学び」のきっかけづくり。
・普段接する機会の少ない「多様な分野の人や考え方」に触れることで考え方を広げ、
成長のきっかけに。

【実施プログラム】
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【研修後の奨学生アンケート結果】
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教員を目指すモチベーションが高まった

教員を目指す上で、自信が高まった

教育界のリーダーとして活躍する意欲が高まった

「教育分野・自分の専門分野」以外の学問分野への関心が高まっ

た

今後も連絡を取り合い、高め合う仲間ができた・増えた

奨学生同士の交流が深まった

新たな人や考えに触れることで、視野が広まった

博報堂教育財団への親しみが強まった

目指す将来像が、より具体的になった

■あなたは、研修を受講して、以下のような感想を持ったり、意識変化がありましたか。

そう思う ややそう思う あまりそうは思わない そうは思わない

【研修で得た成果】

教育について自分なりに理想や考えを持ってい
る人々に会い、ひとりではないと思えたこと
【小学校/1･2年次/女性】

＜仲間に会えた、繋がりができた＞

教師という夢を共有する仲間を得られたこと
【特別支援/1･2年次/女性】

普段関わることがなかなかできない遠くの大学
の人と関わり、その共通点が教育であるという
ことで、自分の新たなホームを作ることができ
るということ
【小学校/3･4年次/女性】

私自身、まだ大学に２回しか行ったことがな
いため自分の大学の先輩との交流がありませ
ん。その中で、他大学の学年が上の方々と教
育について語り、目標を共有できたことはと
ても大きな成果でした。
【特別支援/1･2年次/女性】

＜多様な考えに触れることができた＞

自分の目指す教師像と逆の意見を持つ人に出
会えたことで、いい意味で自分の理想像が崩
れたこと。凝り固まった考え方の脱却のきっ
かけになった。
【小学校/1･2年次/男性】

ひとつの事例に対してもたくさんの考え方・対
応があるということ。
【小学校/1･2年次/女性】

教員を目指す仲間が抱く教育観が非常に幅広く
多様であることを知れたこと。
【中・高国語科/3･4年次/男性】

中高の教員と小学校の教員とはわかりあえない
こと。
【中・高国語科/3･4年次/男性】

自分の教員になりたいという気持ちや考え方を明
確にできたことです。【小学校/1•2年次/女性】

＜目標・自分の教育観・理想の教師像の明確化＞
様々な意見を聞くことや自分の意見を言語化し
伝えることを通して自分の教育観や理想とする
教師像が明確になったと実感できました。
【小学校/1•2年次/女性】



【研修での奨学生の様子】
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＜春のオンライン研修＞
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【実施】2021年3月7日、10日、15日、17日／オンライン開催
奨学生186名、OBOG3名参加（5日間通じて）

【目的】1）奨学生、卒業生の多様な交流を生み出すこと
「教員になる」という志をひとつに、地域や大学、年次が異なる多様な奨学生同士
が、交流を通じ、学び合う。
将来的には、教育現場に出た後も、支えあえるネットワークに。

2）博報堂教育財団ならではの学びの場を提供すること
大学教育とは違う視点での「学び」のきっかけづくり。
普段、接する機会の少ない「多様な分野の人や考え方」に触れることで、考え方を
広げ、成長のきっかけに。

【実施プログラム】
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【講座と講師の先生の紹介資料】
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全体交流

講座A）インクルーシブな教育実践を考える

講座B）体験を通して学ぶ子供の貧困

講座C）ファシリテーションを学ぼう

講座D）絵が苦手な方のための、伝わるラフスケッ
チ描き方教室

特別講座）LGBTを知る～性同一性と性的指向の多様
性～

■ 今回の研修の各プログラムに、あなたはどの程度満足しましたか。

満足 やや満足 やや不満 不満

【研修で得た成果】

＜新たな見識を得た・視野が広がった＞ ＜モチベーションが上がった＞

＜他の奨学生との交流・刺激を受けた＞

・教員になる上で必要なことを沢山学べた。大学
では教わらない事や、実際の声を聞けると言うこ
とはどの教科書読むより説得力があり、イメージ
もし安かったと感じる。また同時に、一人の人間、
社会人として必要な知識も得ることが出来た。考
えを交流させる中で自分自身を振り返る時間にも
なって、ここからさらに色んなことを学んでいき
たいと思えた。
【小学校/院】

・一般の企業や、社会の中で、学校と関係なく働
いている方から様々な講義をしていただいて、す
べてが自分の中で新しい学びでした。
【小学校/3年次】
・LGBTの研修がこれまで自分の中にあった教師
像を壊してしまうほどに、学びと驚きの多い時間
だった。（中略）私の不安というのは「教師は正
しくなければならない」「教師は全てわかった上
で子どもに教えなければいけない」という固定観
念故に生じたものであることを痛感した。大切な
のは、教員だからと肩肘張らず、1人の人間とし
て「目の前の1人の人間に真摯に向き合うこと」
であることが分かり、とても心が軽くなった。
【中高国語/4年次】

・モチベーションが上がりました。大学の友達に
も思うように会えない中で、こういった研修に参
加できたことで、全国の仲間と繋がれて、教職に
対する意欲が高まったと感じます。
【小学校/3年次】

もっと視野を広げて、教員としてではなくて、人
間として大きく豊かになろうと思うようになった。
いろんな人と関わっていきたい。
【特支/3年次】

・他の奨学生の積極的かつ意欲的な発言に感化さ
れる機会が何度もありました。また、コロナ禍で
の過ごし方についても、できることを全力でやっ
ている仲間の姿を知れて、私も頑張らなくてはい
けないと感じました。
【中高国語/3年次】
・同じ夢を持ち、同じような考えを持っている仲
間が新しく増えたこと。連絡をとるようになり、
自分の将来に繋がる良い出会いだった。
【小学校/4年次】
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【全体集合での奨学生の様子】
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【全体集合での奨学生の様子】
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＜当財団他事業への参加（希望者のみ）＞

【目的】
・「博報賞」「児童教育実践についての研究助成」等、当財団の他事業への参加し、
優れた教育実践者や研究者の知見に触れ、交流を図る機会を提供する。

【奨学生の参加例】
・「博報教育フォーラム」への参加
・「博報日本語交流プログラム」の海外児童日本体験プログラムへのサポーター参加
・「児童教育実践についての研究助成』成果発表会・交流会への参加
・博報賞を受賞した先進的な取組を行う小学校への奨学生による取材
（横浜市立白幡小学校）

【参加時の奨学生の様子】

※20年度はコロナ禍により参加が難しい状況でした。参考までに19年度の様子
を掲載いたします。



＜大学院生活座談会・教育現場座談会＞
【目的】
・例年ですと地域ブロック毎に奨学生・卒業生の活動報告の場を作り交流を図っていますが、今
年度はコロナ禍により、博報堂奨学生OBOG会主催でオンライン座談会を行いました。
・ヨコだけでなく、タテの交流促進も目的としています。
【実施概要】
・大学院生活座談会
日 時：2020年11月14日16：00～18：00
参加者：約50名参加
内 容：①パネリスト自己紹介②進学理由③1週間の過ごし方④授業内容

⑤進学してよかったこと⑥教員採用試験体験談⑦講師経験談⑧質問タイム
⑨奨学生に伝えたいこと

・教育現場座談会
日 時：2021年1月16日18：00～20：00
参加者：約50名参加
内 容：①パネリスト自己紹介②普段の生活③イメージとのギャップ

④教員採用試験について⑤質問タイム⑥奨学生に伝えたいこと
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＜奨学生ＷＥＢマガジン＞
【目的】
・奨学生及び卒業生の交流促進の一環として、奨学生及び卒業生の活動や近況を紹介する
ＷＥＢマガジンを奨学生、卒業生、大学担当者様へ配信

（2020年度に配信したWEBマガジンの内容）
・新入奨学生紹介
・先輩奨学生からメッセージ
・こども研究所「子ども1週間しあわせ調査」
・大学院生活座談会
・教育現場座談会
（2021年度に配信したWEBマガジンの内容）
・卒業生のことば
・OBOGが本格始動
・オンライン留学体験記

【開催時の様子】
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